谷富雄先生のご退職によせて by 松川 恭子 & Kyoko MATSUKAWA
－ 谷富夫先生は, 2020年 3 月末をもって文学部教授
を定年退職されます｡ 先生は, 1977年に九州大学文学






として教鞭を執られました｡ 2011年 4 月に甲南大学に
教授として着任された後, 9 年間にわたって教育研究





して, ｢都市｣, ｢宗教｣, ｢民族｣ を中心テーマに展開
されてきました｡ その成果は, 国内外の学会発表で発










(1994年, 恒星社厚生閣) では, ｢聖なるものへの信念
と儀礼を通して救済を求める共同の営み｣ である宗教
の展開を, 伝統宗教, 新宗教, 民族宗教の様々な観点
から, 戦後の社会変動との連関で考察されています｡
最近の単著 『民族関係の都市社会学 大阪猪飼野の
フィールドワーク』 (2015年, ミネルヴァ書房) は,
1987年以来継続している大阪市生野区での調査に基づ







































社会学科教授 松 川 恭 子
